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新
中
央
図
書
館
で
は
、12
月
１
日

の
開
館
を
記
念
し
て
、戦
後
、府
中

に
居
住
さ
れ
て
い
た
、ハ
ス
博
士
と

し
て
有
名
な
大
賀
一
郎
博
士
ご
寄

贈
の
大
賀
文
庫
を
、永
久
保
存
す
る

た
め
の
再
整
理
と
目
録
の
再
刊
行

を
企
画
、実
施
し
ま
し
た
。こ
れ
に

よ
り
、永
い
間
、気
に
か
か
っ
て
い

た
懸
案
が
よ
う
や
く
解
消
し
た
思

い
が
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、博
士
の
ご
生
前
、近
く
に

住
ん
で
お
り
ま
し
た
の
で
、何
度
か

お
目
に
か
か
り
、こ
と
に
私
の
父
親

が
、博
士
直
筆
の「
無
事
」と
い
う
書

を
頂
だ
い
し
た
時
に
は
同
席
し
て

い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。以
来
、こ

の
書
は
我
が
家
の
玄
関
に
常
に
掲

げ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
「
無
事
」と
は
、広
辞
苑
に
よ
れ

ば
、①
取
り
立
て
て
言
う
ほ
ど
の

変
っ
た
こ
と
の
な
い
こ
と
。（
危
険
、

災
害
、大
過
な
ど
が
起
こ
ら
な
い
状

態
。平
穏
。つ
つ
が
な
い
こ
と
。健
康

な
こ
と
）②
自
然
の
ま
ま
で
何
も
人

為
を
加
え
な
い
こ
と
。用
例
と
し

て
、「
太
平
記
」一
巻
に「
只
道
士
の

術
を
学
ん
で
、無
為
を
業
と
し
、無

事
を
事
と
す
」と
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、博
士
が
こ
の
字
句
を
取
り

上
げ
ら
れ
た
の
は
、②
の「
自
然
の

ま
ま
で
、何
も
人
為
を
加
え
な
い
こ

と
」と
い
う
意
味
に
あ
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。先
の「
太
平
記
」の「
道
士

の
術
を
学
ん
で
」は「
道
教
の
教
え

を
学
ん
で
」で
あ
り
、出
典
は
、道
教

の
祖
で
あ
る「
老
子
」で
あ
り
ま

し
ょ
う
。そ
の「
老
子
」に
は「
清
静
、

恬て
ん

淡た
ん

、無
為
、自
然
に
帰
す
れ
ば
乱

離
な
し
」と
の
教
え
が
あ
り
ま
す
。

　
「
無
事
」の
概
念
に
は
、そ
の
根
底

に
、明
治
の
知
識
人
の
素
養
と
し
て

の「
老
子
」の
思
想
が
あ
り
、内
村
鑑

三
門
下
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
も

あ
っ
た
大
賀
博
士
の
生
き
方
に
は

そ
の
実
践
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。

「
無
事
」

大
賀
一
郎
博
士
の
生
き
方

　年末年始は、ごみ・資源の収集を休みます。年　年末年始は、ごみ・資源の収集を休みます。年
末年始のごみ収集日程は、下の表のとおりです。末年始のごみ収集日程は、下の表のとおりです。
　収集が休みの間は、各家庭・事業所でごみ・資　収集が休みの間は、各家庭・事業所でごみ・資
源を保管してください。また、年始はダストボッ源を保管してください。また、年始はダストボッ
クスからごみがあふれないよう、小分けにしてクスからごみがあふれないよう、小分けにして
出すようにしてください。出すようにしてください。
　問合せは、ごみ減量推進課管理係（３３５・４　問合せは、ごみ減量推進課管理係（３３５・４
４００）へ。４００）へ。

　

水
曜
日
の
資
源
回
収
は
、年
内

は
12
月
26
日（
水
）ま
で
、年
始
は

１
月
９
日（
水
）か
ら
行
い
ま
す
。

　

収
集
日
の
午
前
８
時
半
ま
で

に
、み
ど
り
の
ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス

脇
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

新
聞
や
段
ボ
ー
ル
な
ど
は
、ひ

も
で
十
字
に
縛
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、雨
天
の
場
合
は
布
類
を
出

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

文
化
セ
ン
タ
ー
や
一
部
公
会
堂

な
ど
に
設
置
し
て
い
る
リ
サ
イ
ク

ル
ボ
ッ
ク
ス
の
回
収
は
、年
内
は

12
月
28
日（
金
）ま
で
、年
始
は
１

月
４
日（
金
）か
ら
行
い
ま
す
。

　

ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
脇
の
網
袋
の

回
収
は
、年
内
は
12
月
24
日（
月
）

か
ら
28
日（
金
）の
間
で
１
回
、年

始
は
１
月
７
日（
月
）か
ら
順
次
行

い
ま
す
。

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
軽
く
す
す

ぎ
、つ
ぶ
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

キ
ャ
ッ
プ
・
ラ
ベ
ル
は
取
り
は
ず

し
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
と
し
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
は
、ご
み
減
量
推
進
課

リ
サ
イ
ク
ル
係（
３
３
５
・
４
４
３

７
）へ
。

▽
日
時 

12
月
16
日（
日
）午
前
９

時
〜
11
時

▽
場
所 

各
文
化
セ
ン

タ
ー

▽
問
合
せ 

ご
み
減
量
推
進
課
リ

サ
イ
ク
ル
係（
３
３
５
・
４
４
３

７
）

収集地区 申込期限 収集日
矢崎町・南　町・本　町・宮西町・分梅町・
住吉町・四　谷・日新町

12月23日
（祝）

12月28日
（金）

多磨町・朝日町・紅葉丘・若松町・浅間町・
緑　町・八幡町

12月18日
（火）

12月24日
（月）

白糸台・押立町・小柳町・宮　町・清水が丘・
日吉町・是　政

12月19日
（水）

12月25日
（火）

天神町・新　町・幸　町・府中町・寿　町・
晴見町・栄　町

12月20日
（木）

12月26日
（水）

片　町・日鋼町・武蔵台・北山町・西原町・
東芝町・美好町・本宿町・西府町

12月23日
（祝）

12月27日
（木）

※取扱い協力店の休業日にご注意ください。
※リサイクルプラザへの直接持込みは、年内は12月28日（金）午後４時まで、年
始は１月４日（金）午前９時からです。申込みは持込み日前日の午後５時までに、
市役所５階ごみ減量推進課、市政情報センター、各文化センターへ。取扱い協力
店での申込みはできません。

◆年末年始のごみ収集日程◆

収集地区 可燃ごみ
不燃ごみ

プラスチック類 その他不燃ごみ
多磨町・朝日町・押立町（車返
団地以外）・小柳町・新町

年末12月27日（木）まで
年始１月７日（月）から

年末12月21日（金）まで
年始１月４日（金）から

年末12月28日（金）
年始１月25日（金）

紅葉丘・白糸台・車返団地・
天神町・幸町

年末12月20日（木）まで
年始１月10日（木）から

12月27日
（木）・28日
（金）、１月
４ 日（ 金）
のいずれ
かに１回
臨時収集

年末12月27日（木）
年始１月31日（木）

府中町・緑町・宮町・清水が丘・
日吉町・是政（１～５丁目）

年末12月17日（月）まで
年始１月７日（月）から

年末12月24日（月）
年始１月28日（月）

若松町・浅間町・八幡町 年末12月18日（火）まで
年始１月８日（火）から

年末12月25日（火）
年始１月29日（火）

是政（６丁目）・矢崎町・南町・
宮西町・寿町・美好町

年末12月28日（金）まで
年始１月４日（金）から

年末12月17日（月）まで
年始１月７日（月）から

年末12月24日（月）
年始１月28日（月）

晴見町・栄町・武蔵台・
住吉町・西府町

年末12月18日（火）まで
年始１月８日（火）から

年末12月25日（火）
年始１月29日（火）

本町・片町・日鋼町・東芝町・
分梅町・本宿町

年末12月20日（木）まで
年始１月10日（木）から

年末12月27日（木）
年始１月31日（木）

北山町・西原町・四谷・日新町 年末12月21日（金）まで
年始１月４日（金）から

年末12月28日（金）
年始１月25日（金）

※袋収集地区は、３月に配布した袋収集地区用カレンダーをご覧ください。

　家庭から出る粗大ごみの処理は有料です。事前に市役
所５階ごみ減量推進課、市政情報センター、各文化セン
ター、取扱い協力店で購入した指定のシールをはって、指
定日に出してください。雨天でも収集します。
　粗大ごみの年内収集を希望する方は、下の表のとおり、
各収集地区の申込期限までに手続きをしてください。
　なお、一度に大量の粗大ごみが出る場合には、計画的に
数回に分けてお申し込みください。
　問合せは、ごみ減量推進課収集係（３６０・０３５５）へ。

水
曜
日
の
資
源
回
収

水
曜
日
の
資
源
回
収

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

資
源
回
収

資
源
回
収

食
用
油
・
使
い
捨
て

食
用
油
・
使
い
捨
て

ラ
イ
タ
ー
の
回
収

ラ
イ
タ
ー
の
回
収

申・込・み・は・お・早・め・に

粗大ごみの年内収集粗大ごみの年内収集

年
末
年
始

年
末
年
始
の
ご
み
・
資
源

ご
み
・
資
源
は

ご
家
庭

ご
家
庭
で
一
時
保
管
を

一
時
保
管
を

年
末
年
始

年
末
年
始
の
ご
み
・
資
源

ご
み
・
資
源
は

ご
家
庭

ご
家
庭
で
一
時
保
管
を

一
時
保
管
を

年
末
年
始

年
末
年
始
の
ご
み
・
資
源

ご
み
・
資
源
は

ご
家
庭

ご
家
庭
で
一
時
保
管
を

一
時
保
管
を

年
末
年
始

年
末
年
始
の
ご
み
・
資
源

ご
み
・
資
源
は

ご
家
庭

ご
家
庭
で
一
時
保
管
を

一
時
保
管
を

年
末
年
始
の
ご
み
・
資
源
は

ご
家
庭
で
一
時
保
管
を
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現
在
、市
内
の
す
べ
て
の
中
学

校
で
は
、将
来
に
夢
と
希
望
を
持

ち
、活
力
に
満
ち
た
生
徒
を
育
て

る
た
め
に
、職
場
体
験
学
習
を
実

施
し
て
い
ま
す
。地
域
の
商
店
や

民
間
企
業
、公
的
施
設
な
ど
様
々

な
職
場
で
の
社
会
体
験
を
通
し

て
、「
働
く
大
人
」と
接
し
、働
く
こ

と
の
厳
し
さ
や
楽
し
さ
、や
り
が

い
な
ど「
生
き
る
力
」を
身
に
付
け

ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進

～

職
場
体
験
学
習

職
場
体
験
学
習

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進

～

職
場
体
験
学
習

職
場
体
験
学
習

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進

～

職
場
体
験
学
習

　

若
者
の
進
路
選
択
や
就
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、目
的
意
識
や
進
路
意
識
が
希
薄
な
若

者
、進
路
・
職
業
の
選
択
を
先
送
り
に
す
る
若
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、こ
の
よ
う
な
社
会
の
背
景
を
踏
ま
え
、各
中
学
校
で
、生
徒
が
自
ら
の
生
き
方
を
考
え
る
キ
ャ
リ
ア

教
育
の
推
進
を
進
め
て
い
ま
す
。

 　

問
合
せ
は
、指
導
室（
３
３
５
・
４
０
６
３
）へ
。

◆編集　府中市教育委員会◆

生
徒
が
自
ら
の
生
き
方
を
考
え
る

　

12
月
１
日
に
、市
民
会
館
・
中
央

図
書
館
複
合
施
設「
ル
ミ
エ
ー
ル

　

生
徒
が「
生
き
る
力
」を
身
に
付

け
、著
し
い
社
会
の
変
化
に
対
応

し
、主
体
的
に
自
己
の
進
路
を
選

択・決
定
で
き
る
な
ど
、社
会
人・職

業
人
と
し
て
自
立
し
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目

的
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。各
中
学

校
で
は
、こ
れ
ま
で
実
施
し
て
い
た

職
場
訪
問
の
よ
う
な
見
学
の
み
に

と
ど
ま
ら
ず
、一
人
ひ
と
り
が
実
際

に
職
場
体
験
な
ど
を
す
る
こ
と
で
、

望
ま
し
い
勤
労
観
や
職
業
観
の
育

成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

職
場
体
験
学
習
の

実
施

キ
ャ
リ
ア
教
育
と
は

　

府
中
市
美
術
館
は
、美
術
の
普

及
を
は
じ
め
、美
術
館
で
の
市
民

活
動
の
推
進
と
地
域
に
根
ざ
し

た
魅
力
あ
る
美
術
館
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。現
在
、美
術
に
関

心
を
持
つ
約
１
０
０
人
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
は
、は
ー

と
・
ぼ
ら
ん
て
ぃ
あ
グ
ル
ー
プ
、

ス
タ
ジ
オ
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
、

鑑
賞
教
育
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
、

ニ
ュ
ー
ス
・
記
録
グ
ル
ー
プ
の
４

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

は
ー
と
・
ぼ
ら
ん
て
ぃ
あ
グ

ル
ー
プ
は
、来
館
者
と
美
術
館
を

心
で
結
ぶ
こ
と
を
目
標
に
、花
壇

の
手
入
れ
な
ど
館
内
外
の
美
化

・ 

あ
い
さ
つ
や
礼
儀
、時
間
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学

ん
だ

・
一
つ
の
仕
事
を
や
り
遂
げ
た
自
分
に
自
信
が
も
て
た

・
保
護
者
に
感
謝
す
る
気
持
ち
を
再
認
識
し
た

・
家
族
と
の
会
話
に
共
通
の
話
題
が
生
ま
れ
た

・
人
と
の
ふ
れ
あ
い
の
大
切
さ
を
学
ん
だ

・ 

仕
事
を
通
し
て
自
分
を
知
り
、成
長
す
る
こ
と
が
で
き

た

　生徒たちは、普段の生活で
は体験することができない人
間関係や社会のルール、仕組
みなどに触れ、仕事の大変さ、
継続することの大切さを学ん
だのではないでしょうか。
　我々企業も仕事を教えるこ
とで、改めて業務の効率性や
安全性を再認識することがで
き、社内の活性化につながり
ました。
　職場体験学習は、生徒の社
会性の向上はもとより、我々
企業にとっても事業内容を

知っても
らえる良
い機会で
すし、社会
貢献に積極
的な企業として
イメージ向上にもつながり、
とても有意義なものだと思い
ます。
　生徒の皆さんには、この経
験を生かし、嫌なことから逃
げることなく、何事にも意欲
的に挑戦して視野を広げて
いってほしいです。

府
中
」が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。市

民
の
知
的
活
動
を
支
援
す
る
中
央

図
書
館
は
３
階
か
ら

５
階
に
あ
り
、図
書

な
ど
80
万
点
を
超
え

る
資
料
を
所
蔵
し
て

い
ま
す
。

　

５
階
に
あ
る「
学

習
室
」は
、学
習
席
が

１
１
４
席
、パ
ソ
コ

ン
を
持
ち
込
ん
で
利

用
で
き
る
席
が
32
席

あ
り
、い
ず
れ
も
利

用
時
間
は
４
時
間

で
、最
大
４
時
間
の

延
長
が
可
能
で
す
。

た
だ
し
、午
後
６
時

中
央
図
書
館
の
学
習
施
設

●
図
書
館
か
ら

●
図
書
館
か
ら

以
降
の
小
学
生
以
下
の
利
用
は
、

保
護
者
の
同
伴
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

３
・
４
階
に
あ
る「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト・デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索
コ
ー

ナ
ー
」は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
各

種
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
し
て
調

べ
物
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
、明

治
時
代
か
ら
の
新
聞
記
事
や
過
去

の
雑
誌
の
記
事
な
ど
を
キ
ー
ワ
ー

ド
や
発
行
年
月
日
な
ど
か
ら
検
索

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、図
書
館
資
料
を
活

用
し
た
調
べ
物
や
研
究
活
動
に

利
用
で
き
る「
研
究
個
室
」や「
グ

ル
ー
プ
研
究
室
」、中
学
・
高
校
生

を
対
象
と
し
た
様
々
な
資
料
を
揃

え
た「
Ｙ
Ａ
ル
ー
ム
」な
ど
、市
民

の
皆
さ
ん
の
多
様
な
学
習
の
場
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
は
、中
央
図
書
館（
３
６

２
・８
６
４
７
）へ
。

職
場
体
験
学
習
を

職
場
体
験
学
習
を
通
し
て
学
ん
だ

学
ん
だ
こ
と

職
場
体
験
学
習
を

職
場
体
験
学
習
を
通
し
て
学
ん
だ

学
ん
だ
こ
と

職
場
体
験
学
習
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と

活
動
や
傘
の
貸
出
し
、交
通
案
内

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。ス
タ
ジ

オ
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
は
、実
技

に
関
心
の
あ
る
ス
タ
ッ
フ
を
中
心

に
、今
年
度
の
新
規
事
業
で
あ
る

教
育
普
及
プ
ロ
グ
ラ
ム「
テ
ィ
ー

ン
ズ
ス
タ
ジ
オ
」の
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
い
ま
す
。

鑑
賞
教
育
サ
ポ
ー

ト
グ
ル
ー
プ
は
、

鑑
賞
教
育
に
つ
い

て
の
学
習
・
研
修

を
重
ね
な
が
ら
、

都
立
府
中
の
森
公

園
を
中
心
と
し
た

彫
刻
め
ぐ
り
や
美

術
館
の
グ
ル
ー
プ

鑑
賞
の
案
内
な
ど

を
行
い
、ニ
ュ
ー

ス
・
記
録
グ
ル
ー
プ
は
、こ
れ
ら
の

様
々
な
活
動
を
取
材
し
、そ
の
内

容
を
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
通
信

「
パ
レ
ッ
ト
」を
通
し
て
市
内
外
に

発
信
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
の
協
働
を
進
め
な
が

ら
市
民
の
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
を
生
か

し
た
、魅
力
あ
る
美
術
館
を
目
指

し
ま
す
。

　

問
合
せ
は
、府
中
市
美
術
館（
３

３
６
・
３
３
７
１
）へ
。

キャリア教育に協力しますキャリア教育に協力します
加藤自動車工業　加藤雅大さん加藤自動車工業　加藤雅大さん

▲

真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
仕
事
に
取
り
組
む
生
徒

▲

広
々
と
し
た
学
習
室

▲

 

美
し
い
花
を
咲
か
せ
る
は
ー
と
・
ぼ
ら
ん

て
ぃ
あ
グ
ル
ー
プ

▲ 
働
く
こ
と
の
大
切
さ
、厳
し

さ
を
学
び
ま
す

●
美
術
館
か
ら

●
美
術
館
か
ら

市
民
の
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
を
生
か
し
た

魅
力
あ
る
美
術
館
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■武蔵国衙跡の調査成果
　国衙とは、奈良時代から平安時
代の武蔵国（現在の東京都、埼玉・
神奈川県の一部）を治める役所の
中心建物群のことで、今の都庁に
相当します。
　国府は国衙を中心に広がってい
て、国衙の役人（国司）の館や庶民
の住居などが集まった地域のこと
です。後にこの地域のことを、国府

の中心であることから府中とも呼
ぶようになり、これが現在の府中
市の名前の由来となったもので
す。いわば武蔵国衙は府中市の原
点と言えるものです。今回整備す
る建物は、その中でも最大級の規
模をもつ役所の中心建物です。
　市史跡に指定した場所では、東
西に棟を置く大型の建物跡が２棟
発見されています。２棟の建物跡
は、敷地の北側と南側に位置して
いますが、いずれの建物跡も規模
が大きく、市史跡部分では収まら
ず隣接する道路部分などに広がっ
ています。
　南側の建物跡については、最低
３回以上の建て替えがほぼ同じ地
点で行われていることがわかって
います。建て替えは掘立柱建物か
ら最終的には礎石建ち建物へと行
われています。掘立柱建物は掘立
柱の柱を抜きとった跡と考えられ

る部分などから、瓦
かわら

や
せん

と呼ばれ
る古代のレンガなどが見つかって
いることから、瓦葺

ぶ

きや 敷きで
あったと考えられます。
　また、北側の建物跡については、
近年まであった建物の基礎のため
壊されていた部分が多く、今も建
物跡の建て替えなどの分析・検討
を進めています。
■史跡武蔵国衙跡の保存・整備・活
用
　遺構の保護を第一に整備を行
うとともに、これまでの調査研究

　市では、30年以上市民の皆さんにご協力いただいて進めてきた発掘調
査成果によって、武蔵国府の中心施設である国

こく

衙
が

跡
あと

が、平成17年に大國魂
神社境内とその東側に所在することを確定し、その一部を平成18年に市
の史跡に指定しました。
　この武蔵国衙跡の調査成果と保存・整備についてご紹介します。
　問合せは、文化財担当（３３５・４４７３）へ。

に基づいた「本物の歴史」を伝える
ことに重点を置いた整備を行い
ます。具体的には、柱を配置し、広
い敷地に堂々と建つ国衙の建物群
のイメージを創造できるような工
夫やわかりやすく視覚に訴えるよ
うな遺構表示、解説板、解説パネル
を設置するなど、史跡武蔵国衙跡
を身近に体感できる整備に努めま
す。
　来年の春には、整備の完了した
国衙跡をご覧いただける予定です
ので、ご期待ください。

文化財担当から

『市史跡武蔵国衙跡』の整備を行います『市史跡武蔵国衙跡』の整備を行います『市史跡武蔵国衙跡』の整備を行います
府中の名前の起源

　

教
育
委
員
会
で
は
、児
童
・
生
徒

が
快
適
に
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ

う
に
、学
校
環
境
の
衛
生
管
理
・
維

持
・
改
善
に
つ
い
て
必
要
な
指
導

と
助
言
を
行

う
薬
剤
師
を

各
学
校
に
配

置
し
て
、飲
料

水
検
査
や
給

食
設
備
な
ど

の
衛
生
点
検

を
は
じ
め
、照

度
検
査
や
騒

音
検
査
、教
室

な
ど
の
空
気

検
査
な
ど
を

実
施
し
て
い

ま
す
。

　

最
近
は
、ア

レ
ル
ギ
ー
症

状
を
持
つ
児

童
・
生
徒
が
増

え
て
い
る
た

め
、室
内
の
環

　

市
で
は
、平
成
17
年
度
に
ス

ポ
ー
ツ
振
興
推
進
計
画
を
策
定

し
、市
民
が
自
主
的
・
自
発
的
に
ス

ポ
ー
ツ
活
動
を
継
続
的
に
行
う

「
ス
ポ
ー
ツ
の
生
活
化
」を
進
め
る

と
と
も
に
、市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
に

対
す
る
意
識
を
高
め「
ス
ポ
ー
ツ

タ
ウ
ン
府
中
」の
実
現
を
目
指
し

て
、様
々
な
施
策
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、市
民
の
皆

さ
ん
が
自
立
し
た
ス
ポ
ー
ツ
活

動
を
行
え
る
よ
う
に
、自
主
的
に

活
動
を
行
っ
て
い
る
市
民
団
体
に

対
し
て
、ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
用
品
の
貸
出
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

地
域
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
に
も
貸

し
出
し
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
、ご
活
用

く
だ
さ
い
。

▽
期
間 

最
大
７

日
間

▽
対
象 

市
内
の

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
団

体
、市
登
録
の
社
会
教
育
関
係
団

体
・
自
治
会
な
ど
の
団
体
ほ
か

▽
申
込
み　

決
め
ら
れ
た
用
紙

（
市
役
所
８
階
体
育
課
に
用
意
）で

体
育
課
へ

▽
問
合
せ　

体
育
課
振
興
係（
３

３
５
・
４
４
９
９
）

境
衛
生
に
努
め
、じ
ゅ
う
た
ん
の

敷
い
て
あ
る
教
室
や
保
健
室
の
布

団
の
ダ
ニ
・
ダ
ニ
ア
レ
ル
ゲ
ン
検

査
を
実
施
し
て
衛
生
状
況
の
確
認

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
感

染
症
胃
腸
炎
が
流
行
す
る
こ
の
時

期
に
、多
摩
地
区
で
は
初
め
て
す

べ
て
の
小
・
中
学
校
に
使
い
捨
て

エ
プ
ロ
ン
や
マ
ス
ク
、手
袋
な
ど

が
入
っ
た「
お
う
吐
物
処
理
セ
ッ

ト
」を
配
置
し
、学
校
内
で
お
う
吐

が
あ
っ
た
場
合
に
適
切
に
処
理
を

行
い
、感
染
の
拡
大
、集
団
発
生
の

防
止
に
努
め
ま
す
。

　

問
合
せ
は
、学
務
保
健
課
管
理

担
当（
３
３
５
・
４
４
３
５
）へ
。

▲

教
室
内
の
空
気
環
境
を
検
査
す
る
薬
剤
師

▲

市
史
跡
武
蔵
国
衙
跡
整
備
完
成
予
想
図

▲硯
すずり

などの国府の出土遺物

▲みんなで楽しめるカローリング

▲ 「
お
う
吐
物
処
理
セ
ッ
ト
」で

感
染
の
拡
大
を
防
止
し
ま
す

●
体
育
課
か
ら

●
体
育
課
か
ら

身
近
な
と
こ
ろ
で
ス
ポ
ー
ツ
を

〜
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
用
品
の
貸
出

●
学
務
保
健
課
か
ら

●
学
務
保
健
課
か
ら

快
適
な
学
校
環
境
を
つ
く
る
た
め
に

〜
各
学
校
に
薬
剤
師
を
配
置
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◆主任児童委員◆
氏　名 電　話　番　号

那 須 史 子 ３ ３ ３・７ ８ ８ ３
原 田 勝 彦 ３ ６ １・９ ９ ０ ２
熊 谷 幸 男 ３ ６ ３・３ ９ ０ ３
後 藤 寿 枝 ３ ６ ５・７ ３ ８ ９
渡  邉　　  修 ３ ６ １・２ ２ ０ ４
箕 輪 和 子 ３ ６ ３・５ ７ ９ ８
髙 　 將 博 ３ ５ １・４ ９ ４ ５
森  本　　  憲 ３ ６ ８・５ ０ ７ １
筒 井 孝 敏 ３ ２ ３・８ ８ １ １
髙　沼　ひとみ ３ ６ ８・４ ０ ８ ０
室　　  惇  子 ３ ６ ６・７ ７ ５ ８
朝 倉 俊 夫 ３ ６ ８・７ ６ ９ ３

（敬称略）

氏　　名 電　話　番　号 担　当　地　区
小 林 久 恵３６３・３１０８多磨町１丁目
石 渡 槇 子３０２・８１００多磨町２・３・４丁目
横 山 年 子３６３・６８３５朝日町１丁目
原田まち子３６９・８２７０朝日町２・３丁目
島 津 朱 美３６２・１９４７紅葉丘１の１～23
八木カツ子３６３・５１５４紅葉丘１の24～39
渡 邊　　 昌３６５・３１０６紅葉丘２の11～28
永 田 良 子３６１・３１４３紅葉丘２の１～10・29～42
越 川 幸 子３６５・０４０５紅葉丘３の１～22・46～55
川上紀代子３６５・５５２２紅葉丘３の23～45
村野登美枝３６２・７４７４白糸台１の19～54
横 山 洋 子３３５・４６４４白糸台１の１～18・55・56・63・64
大 谷 武 生３６３・５５４７白糸台１の57～62・65～83
飯 塚 清 江３６５・０３８３白糸台２の７・９～22・50～72
鈴 木　　 進３０２・３２１５白糸台２の１～６・８・23～49
戸井田喜良３６１・８１４９白糸台３丁目
鹿 島 虎 雄３６３・５８１２白糸台４の１～43・45～68
平 田 佳 子３６２・７０９４白糸台５の１～24・27～30・32～49
原 田 隆 子３６５・４０５２白糸台６丁目
近 藤 和 美３６５・４３８６車返団地１街区・２街区１号棟

岡 本 好 子３６５・８７０６白糸台５の25・26、車返団地２街区２～10号棟・３街区

清 水 松 枝３６２・５１６５
押立町１の１～４・14～17・30
～33・36～39、２の４～７・９～
43、３の24・26・27・33

武 野 純 子３６２・２１７０押立町１の５～13・34・35、３の１～12・14～23・25・28～32・34～42
髙 木　　 孝 ０４２・４８５・０２３０ 押立町４・５丁目
山 崎 彌 生３６４・０６３３小柳町１丁目
内 海 保 子３３６・０６９１小柳町２丁目
内 海 保 子
（ 代 行 ）３３６・０６９１小柳町３丁目

坂 井 恵 子３６９・６９０１小柳町４丁目

菅 田 幸 枝３６３・３７６７小柳町５の６・11～26・29～36、６の１～22・29
安 木 輝 子３６７・１９１５小柳町５の１～５・７～10・27・28、６の23・24
田 代 德 子３６５・５３５２若松町１の15～32、２の24～45
一色美惠子３６３・０９１３若松町１の１～14・33～39
横山須美子３６３・３０８０若松町２の１～23
加藤きよみ３０２・９６７８若松町３丁目
佐藤ミドリ３６５・１９６９若松町４の19～46、５の７～17
佐藤ミドリ
（ 代 行 ）３６５・１９６９

若松町４の１～18・47～52、５
の１～６・18～23

永上貴美子３６９・４６８８浅間町１・２丁目
岡 田 愛 子３８６・３４０８浅間町３丁目
竹内砂恵子３６９・０９０７浅間町４丁目
津 田 朱 實３６１・７９５５天神町１丁目
田野倉晴美３６９・１４４０天神町２丁目
田 中 靜 子３６４・６６１７天神町３丁目
渡辺たき子３６５・１９５４天神町４丁目
竹 谷 澄 子３６４・９３０４新町１の１～14・21～24
山 﨑 譽 男３６１・４３２１新町１の25～35・44～61
羽 根 禮 子３６４・９３７７新町１の15～20・36～43・62～84
白神早斗子３１５・９７８４新町２の１～43
砂原喜美子３６９・５７４４新町２の44～77
中 山 照 子３６２・５６１７新町３の19～34、都営７～20号棟
早 川 治 男３６１・３７５８新町３の２～18、都営１～６号棟
加 藤 佑 子３６６・８５１１幸町１丁目
勝 倉 清 子３６２・６３１９幸町２・３丁目
萩 原 昭 子３６１・６６５４府中町１の28～45、２の22～32
出 口 吉 美３６１・８７３９府中町２の１～21、３丁目
清水美砂子３６１・３４１１府中町１の１～27
須 藤 光 忠３６３・７１６５緑町１の28～40、２の18～34
梶　 由 昭３３６・３５０９緑町１の１～27、２の１～17
須 藤 光 忠
（ 代 行 ）３６３・７１６５緑町３丁目

比留間アキ子３６１・３２００宮町１の１～３・９～12・14～16・20・22・24・40・41・50
向 井 康 眞３０２・３９８０宮町１の17・19・21・23・25～36
大久保岱史３６２・７７８５宮町２丁目
石坂美代子３６１・８９９６宮町３丁目・日吉町
関 根 直 子３６５・２２６５八幡町１丁目
秋 山 一 男３６７・１５３５八幡町２の５～20
比留間壽美子３６３・２１０２八幡町２の１～４・21～37
伊 藤 璋 子３６２・２７９５八幡町３丁目
林　 比 典 子３６１・８６６７清水が丘１丁目
巽　 信 秀３６９・１８３２清水が丘２の19～60
水島かえで３０２・３５４７清水が丘２の１～18
馬 場 盛 一３６１・５６２６清水が丘３の26～51
内 野 洋 子３０２・１０４２清水が丘３の１～25
柿本シヅ江３６５・７０７８是政１丁目
甲 野 真 弓３６２・３８０７是政２の１～16・18・19
古 川 郁 子３６６・６６８９是政３丁目
和 田　 都３６２・５９６４是政２の17・20～39、４丁目
糟 谷 一 夫３６０・８０１６是政５の１～９
八木下武良３６１・７５７３是政５の10～21
大久保はるみ３６１・８９１７是政６丁目

芝 辻 義 治３３６・１３３６矢崎町１の１～11・13～17・19～47、３～５丁目
植松惠美子３６６・１５５６矢崎町１の12・18、２丁目
岡野谷忠義３６２・２７０１南町１・６丁目
髙 野 睦 子３６４・２９２４南町２丁目

氏　　名 電　話　番　号 担　当　地　区
田 中 清 美３６８・４４４０ 南町３丁目
鈴 木 美 樹３６２・４９０４ 南町４の43、都営22～26号棟
關　　 裕 充３６３・３１７８ 南町４の１～39、都営17～21号棟
 木 幸 弘 ３６０・５４７０ 南町４の41・42、都営１～８号棟

宮﨑美佐惠３６２・８８５５ 南町５丁目
北 島 章 雄３６１・５６６８ 本町１丁目
窪 野 咲 子３６２・６１８６ 本町２の１～13・16～20
松澤佳代子３６８・０４１６ 本町２の14・15・21～36
谷澤ミツ子３６４・８７６４ 本町３・４丁目
原 田 利 晴３０２・６５５６ 片町１丁目
原 田 良 子３６１・３１７７ 片町２丁目
海老澤信子３６１・６６００ 片町３丁目
長 島 敬 子３６１・４２２６ 宮西町１・２丁目
遠 藤 洋 子３６４・５２９７ 宮西町３丁目
矢 島 道 子３６４・７０１１ 宮西町４・５丁目
伊 藤 敏 春３６１・３４５３ 寿町１・２丁目
山 上　　 稔３６６・３５４３ 寿町３丁目
豊嶋千代子３６０・５２８１ 日鋼団地17～32号棟
宮地和佐子３６８・０３２９ 日鋼団地１～16号棟
  山 正 明３６４・０６７０ 晴見町１の25～32
工 　 　 弘３６６・３５８１ 晴見町１の１～22
永 峰　　 子３６７・２２０２ 晴見町１の23・24・33・34、２丁目
塩 澤 千 鶴３６２・３７３４ 晴見町３・４丁目
金澤富久子３６４・９３６１ 栄町１の14～18・22～33
新 村 孝 子３６２・４９０６ 栄町１の１～13・19～21・34
柴 﨑 金 勝３６４・３５０２ 栄町２丁目
坂下貴美子３０２・８５２２ 栄町３丁目
小 澤 和 雄３６１・６７４０ 武蔵台１の１～14・31～36
新 田 毅 彦 ０４２・５７３・１５７８ 武蔵台１の15～30
佐 藤 浩 美３０２・９７９８ 武蔵台２の１～28
小 川 君 子３２１・６６０１ 武蔵台２の29～38

遠藤みつよ３２２・４２６６ 武蔵台３の12～14・26～39・44～54

神 山 誠 吾３２２・０９８０ 武蔵台３の１～11・15～25・40～43 
上 原 智 美 ０４２・５０２・２７２７ 北山町１丁目
吉田ヒサ子 ０４２・５０２・３４７６ 北山町２の１～21・23・24
宮 里 知 子 ０４２・５７２・９２８０ 北山町２の22・25～42
江 田   子 ０４２・５７６・６５８１ 北山町３丁目
野 坂 昭 弘 ０４２・５７５・９２７２ 北山町４丁目
浅見スジ子
（ 代 行 ）０４２・５７３・０７７８ 西原町１・２丁目

浅見スジ子 ０４２・５７３・０７７８ 西原町３丁目
藏 内 睦 子 ０４２・５７７・３７５７ 西原町４丁目
網 干 君 子３６４・９５６６ 東芝町

村 田 博 子３０２・２４４４ 美好町１の２～６・11～14・18～21・31～34

井上摩利子３６１・３４５１ 美好町１の１・７～10・15～17・22～30・35～40

佐々木英子３６２・７１４７ 美好町２の44・45・47～49・52～56

大川久美子３６８・７４８２ 美好町２の19・30～43・46・50・51
今喜夛トシヱ３５１・４３４５ 美好町２の１～18・20～29
酒 井　　 澄３６１・７９８４ 美好町３の１～14・29～39 
岡田テイ子３０２・３９５０ 美好町３の15～28・40～62
石阪規容子３６８・００４０ 分梅町１丁目

橋 本 節 子３６６・８１８０ 分梅町４の１・２・13～24・28・29、３丁目

母 里 英 子３６１・３１１０ 分梅町４の３～５・９～11・25～27・30、２丁目
谷 合 隆 一３３３・７５９４ 分梅町５丁目
齋 藤 和 子３６１・７３６９ 住吉町１の１～48
齋 藤 和 子
（ 代 行 ）３６１・７３６９ 住吉町１の49～84

鈴 木 政 博３６８・３９８３
住吉住宅、ヴェルドミール多摩川、
ラヴィラ府中多摩川、ライオンズ
府中中河原マークスフォート

矢ケ崎綾子３０２・６６６０ 住吉町２の１～21・23～29・30 
加藤美枝子３６５・１７２３ 住吉町２の22、都営９～16号棟
玉 井 榮 子３６４・６００４ 住吉町３丁目
平 井 暉 子３６３・１６７７ 住吉町４丁目
前 田 玉 代３５１・７４２５ 住吉町５丁目
小 泉 純 子３６４・６０２９ 四谷１の６・14～16・37～63
大 平 岑 富３６４・５８１５ 四谷１の１～５・７～13・17～36
市 川 尚 子３６４・６０３５ 四谷２丁目

小泉美世子３６４・１８８７ 四谷３の46～52・55～64・66～69・2740
河 内 三 郎３６３・１１６０ 四谷３の１～45
榎 本 竹 利３６５・５５７８ 四谷４丁目
岡 田 昇 一３０２・２９０４ 四谷５・６丁目
松 村 眞 澄３６３・１５４８ 日新町１・２・３丁目
清 水 よ ね３６６・８０１９ 日新町４・５丁目
松 村 鉄 雄３６２・４５３０ 本宿町１丁目
佐伯ヨシ子３６１・２８６２ 本宿町２丁目
中込八重子３６２・２５６４ 本宿町３丁目
小 牧 直 子３６４・６９５８ 本宿町４丁目
和 田 誠 子３６４・０３０７ 西府町１丁目
石 川 謙 一３６４・９０５２ 西府町２丁目
小澤アイ子３６４・３５４３ 西府町３丁目
池 本 壽 子３６６・０６２１ 西府町４丁目
清野きそ子３０２・０２０１ 西府町５丁目

◆民生委員・児童委員◆ （敬称略）
地
域
の
身
近
な
相
談
相
手

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
改
選

　

12
月
１
日
付
け
で
、民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
方
々
が
左
の
表
の
と

お
り
改
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
は
、地
域
の
身
近
な

相
談
相
手
と
し
て
、生
活
に
お
困

り
の
方
や
障
害
の
あ
る
方
、高
齢

者
、ま
た
は
そ
の
家
族
な
ど
生
活

上
様
々
な
援
助
を
必
要
と
し
て
い

る
方
か
ら
の
相
談
に
幅
広
く
応

じ
、必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
利

用
で
き
る
よ
う
福
祉
に
つ
い
て
の

情
報
を
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も

に
、関
係
機
関
と
連
携
を
取
り
な

が
ら
問
題
解
決
に
向
け
活
動
し
て

い
ま
す
。ま
た
、民
生
委
員
は
児
童

委
員
を
兼
ね
て
い
ま
す
の
で
、子

供
や
子
育
て
の
相
談
も

受
け
て
い
ま
す
。

　

主
任
児
童
委
員
は
、民

生
委
員
・
児
童
委
員
の
中

で
、児
童
福
祉
に
つ
い
て

専
門
に
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

相
談
上
の
個
人
の
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

問
合
せ
は
、地
域
福
祉

推
進
課
社
会
福
祉
係（
３

３
５
・
４
１
６
１
）へ
。

■
事
務
職
初
級（
身
体
障
害
者
対

象
・
高
卒
程
度
）

▽
対
象 

昭
和
55
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
２
年
４
月
１
日
に
生
ま

れ
、次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

○
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
こ
と

○
自
力
で
通
勤
が
で
き
、介
護
者

な
し
に
職
務
を
遂
行
で
き
る
こ
と

○
通
常
の
勤
務
時
間（
原
則
週
40

時
間
、１
日
８
時
間
）に
対
応
で
き

る
こ
と

○
活
字
印
刷（
フ
ォ
ン
ト
サ
イ
ズ

10
ポ
イ
ン
ト
程
度
）に
よ
る
出
題

に
対
応
で
き
る
こ
と

○
口
頭
に
よ
る
面
接
に
対
応
で
き

る
こ
と

■
保
育
士
職
中
級（
短
大
卒
程
度
）

▽
対
象 

昭
和
60
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
、保
育
士
資
格
を
も

つ
方
、ま
た
は
平
成
20
年
３
月
31

日（
月
）ま
で
に
取
得
見
込
み
の

方

12
月
25
日（
火
）か
ら
受
付

平
成
20
年
度

市
職
員
募
集

■
看
護
師
職
中
級（
短
大
卒
程
度
）

▽
対
象 

昭
和
48
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
、看
護
師
免
許
を
も

つ
方
、ま
た
は
平
成
20
年
３
月
31

日（
月
）ま
で
に
実
施
さ
れ
る
国
家

試
験
で
、看
護
師
免
許
取
得
見
込

み
の
方

■
栄
養
士
職
中
級（
短
大
卒
程
度
）

▽
対
象 

昭
和
58
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
、栄
養
士
免
許
を
も

つ
方
、ま
た
は
平
成
20
年
３
月
31

日（
月
）ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方

◇　
　

◇　
　

◇

▽
試
験
日 

１
月
13
日（
日
）

▽
募
集
人
員 

各
若
干
名

▽
募
集
要
項 

12
月
27
日（
木
）ま

で
、市
役
所
１
階
市
民
相
談
室
、市

政
情
報
セ
ン
タ
ー

で
配
布

※
要
項
は
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.city.fuchu.

tokyo.jp/

）か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

▽
申
込
み 

12
月
25
日（
火
）か
ら

12
月
27
日（
木
）午
前
８
時
半
〜
午

後
５
時
に
、市
役
所
北
庁
舎
３
階

会
議
室
へ

▽
問
合
せ 

職
員
課
人
事
係（
３

３
５
・
４
０
５
１
）
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子育てひろば「ほののぼ～
うさぎグループ」参加者募集
　在宅で子育てをしている親子を対象
に、子育て事業を開催します。
▽日時 １月16日（水）・18日（金）・23日
（水）・25日（金）・30日、２月６日（水）午
前10時～正午（全６回）
▽会場 矢崎幼稚園
▽対象 平成19年１～４月生まれの乳
児と保護者で、初めて参加する方／兄
弟姉妹の参加不可
▽定員 先着10組
▽費用 無料
▽内容 親子交流、子育ての相談・情報
提供ほか
▽申込み・問合せ　保育課地域子育て
支援担当（３３５・４３４１）へ

小・中学生綱引きのつどい
参加チーム募集

▽日時 ２月23日（土）午前10時
▽会場 総合体育館
▽対象 小学４年～中学生で、市民、市
内在学の方
▽チーム編成　１チーム選手10人（交
代選手９人以内）／小学生チームは同
一学年で編成／原則、全校生徒500人以
上の学校は３チーム、499人以下の学校
は２チームまで
▽費用 無料
▽内容 小学生は学年対抗、中学生は
対抗戦
▽申込み １月11日（金）までに、決め

られた用紙（市役所６階児童青少年
課に用意）で、児童青少年課へ
▽問合せ 児童青少年課青少年係
（３３５・４４２７）

自動交付機休止のお知らせ

　12月22日（土）から24日（月）は、自
動交付機の新規入替え作業のため、
市役所と市政情報センターに設置し
ている自動交付機（住民票の写し・印
鑑登録証明書・税証明書の発行）を休
止します。
　なお、市役所東玄関にある自動交
付機は撤去しますので、西玄関にあ
る自動交付機をご利用ください。
　問合せは、総合窓口課窓口第１係
（３３５・４３３３）へ。

体育施設利用登録の
更新手続き

　公共施設予約システムの体育施設
利用登録は、３月31日（月）が有効期
限です。４月１日（火）以降も体育施
設（生涯学習センター体育施設を除
く）を利用する方は、次のとおり更新
の手続きをしてください。
▽対象施設　庭球場、サッカー場、野

球場、総合体育館、各地域体育館、グ
ラウンド管理所
▽申込み １月10日（木）から、決め
られた用紙（市役所８階体育課、総
合・各地域体育館に用意）と下の表の
必要書類を持って、体育課、または総
合・各地域体育館へ
※地域体育館には、日吉体育館は含
まれません。
▽問合せ 体育課施設係（３３５・４
４８８）、または総合体育館（３６３・
８１１１）

市民健康センター芝生広場・
つり堀休園のお知らせ
○芝生広場…12月17日（月）から３月
31日（月）
○つり堀…12月28日（金）から２月29
日（金）
▽問合せ 公園緑地課管理係（３３
５・４３１４）

文化センターに
授乳スペースを設置

　市では、全文化センターの児童館
内に授乳スペースを設置しました。
ぜひ、ご利用ください。
　問合せは、文化コミュニティ課管
理係（３３５・４１３７）へ。

ゆず湯・初湯へどうぞ

▽日時
○ゆず湯…12月22日（土）午後４時～11
時
○初湯…１月２日（水）午前９時～正午
▽場所 藤の湯（朝日町２の28／３６
１・４４２２）、朝日湯（天神町１の１／
３６３・１５０９）、松の湯（新町３の６
／３６５・０２０４）、桜湯（宮町１の23
／３６１・２１７３）、さかえ湯（八幡町
２の30／３６３・４０５２）、旭湯（宮西
町３の６／３６１・９３６２）、曙湯（晴
見町１の11／３６１・５０６８）、福の
湯（北山町２の７／０４２・５０２・０
８２４）、美好湯（美好町１の37／３６
１・２９４０）
▽対象 65歳以上と小学生以下の市
民
▽費用 無料
▽協力 府中市浴場組合
▽申込み 当日直接各公衆浴場へ
※住所、年齢が確認できるもの（保険
証、運転免許証など）を持参してくださ
い。
※各浴場先着100人に乳酸菌飲料を差
しあげます。
▽問合せ 高齢者支援課管理係（３３
５・４０１１）

■都市景観審議会
　12月21日（金）午後３時　市役所北庁
舎３階会議室／傍聴希望の方は当日直
接会場へ／問合せは計画課地域まちづ
くり担当（３３５・４４１２）へ
■教育委員会定例会
　12月25日（火）午後３時　教育セン

ター／傍
聴希望の方は21日（金）までに、総務課
へ／問合せは同課総務係（３３５・４４
２４）へ

■郷土の森博物館梅まつり臨時職員
募集　勤務は２月１日（金）から３月
９日（日）午前８時45分～午後５時
（実働７時間以内）／対象は土・日曜
日、祝日を含む週３日以上勤務でき
る方／内容は販売・受付業務ほか／
申込みは12月24日（月）まで（11日・12
日・17日を除く）に、履歴書を持って
同館へ（郵送不可）／問合せも同館
（368・7921）へ
■ワークショップ「創作工芸コース
～手づくり本の世界へ」　１月12日・
19日・26日（土）午後１時半～４時（全
３回）　生涯学習セン

ター／対象は15歳以
上で手作りの本に関心のある方／定
員14人（抽せん）／費用3000円（教材
代含む）／内容は簡単な製本加工技

術による手づくり本の作成／講師は
津村明子氏（装てい家）／申込みは12
月20日（木）まで（当日消印有効）に、
往復はがきで島田　嵩宅（〒183－00
53天神町２の６の10）へ／問合せも
同宅（369・1067）へ
■新春の響　１月５日（土）午後２時
　府中グリーンプラザ／対象は３歳
以上の方／費用中学生以上2000円、
小学生1000円、３歳以上の未就学児
500円／内容はピアノとマリンバの
演奏、御陣乗太鼓／曲目は「動物の謝
肉祭」、ディズニーメドレーほか／出
演は輪島市名舟町御陣乗太鼓保存会
ほか／申込み・問合せは社会＆地域
福祉協力会「助っ人」（042・400・0213）
へ
■自動車保険請求相談　月～金曜日
の午前９時～正午、午後１時～５時
（祝日を除く）／無料／内容は交通事

故による自動車損害賠償責任保険や
任意自動車保険の請求についての相
談／相談・問合せは日本損害保険協
会立川自動車保険請求相談セン

ター（042・
525・9216）へ
■フラでクリスマスソングを踊りま
しょう　12月23日（祝）午後１時20分
～２時20分　ルミエール府中／対象
は初心者／無料／講師はミズナ・プ
ア・オ・ピカケ氏（プロダンサー）／主
催はフイ・フラナー・プア・マエマエ
／問合せは藤田宅（366・2974）へ
■新春ダンスの集い　１月６日（日）
午後２時～６時　ルミエール府中／
対象は市民／費用2300円（前売りは
300円引き）／内容はプロデモスト
レーション、ドレストライアル／問
合せは橋本宅（363・1389）へ
■「子連れでフラダンス＆ゴスペル」発
表会　12月19日（水）午後２時～４時

　府中の森芸術劇場／無料／内容は
育児中の母親たちの発表／主催は子
連れでおけいこプッペンプッペ／問
合せは杉山あて（090・9827・6221）へ
■東京農工大学吹奏楽団定期演奏会
　12月28日（金）午後６時　府中の森
芸術劇場／無料／曲目は「大序曲18
12年」「ノアの方舟」ほか／問合せは
佐藤あて（090・3572・0250）へ

■都立府中朝日養護学校公開講演会
　１月18日（金）午後３時～５時　同
校（朝日町３の14）／内容は軽度発達
障害の理解とその対応／講師は原　
仁氏（医師）／申込みは電話、または
ＦＡＸ（335・6113）で同校・大和田あ
てへ／問合せも同あて（335・6111）へ

▲ おむつ交換用ベビーシートを配置

◆体育施設利用登録の更新手続き◆
利用施設 申請できる方 必要書類

庭球場（個人） 利用者本人、または
同居の家族

公共施設予約システム利用者登録カード、庭
球場個人利用登録申込書、来庁者の本人確認
書類（住所・氏名記載のもの）

庭球場（団体）
野球場
サッカー場
総合・各地域体育館
グラウンド管理所

代表者、または団体
構成員

公共施設予約システム利用者登録カード、施
設利用登録申込書（メンバー名簿を含む）、来
庁者の本人確認書類（住所・氏名記載のも
の）、市内団体で在勤・在学の方がいる場合
は、それを証明できるもの

※ 登録内容に変更があった場合は、「登録事項変更申請書」が別に必要です。
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※各ページのＦマークは、「ふちゅうカレッジ1 0 0」の対象事業です。

　・学習事業係　３３６・５７０８

■エル・ネット「オープンカレッジ」／Ｆ
　講座名・日時は下の表のとおり　語
学室／対象は平成４年４月１日以前生
まれの市民、市内在勤・在学の方／定員
各30人／無料／申込みは各講座の初回
の前日まで（必着）に、はがき、またはＦ
ＡＸ（336・5709）に希望講座名、住所、氏
名（ふりがな）、年齢、電話番号を記入し
て、当セン

ター学習事業係へ／電子申請、講座
応募箱での申込み可／定員を超えた場
合のみ参加の可否を連絡

生涯学習セミナー受講生募集

①教養セミナー

■日本古代史～「大化改新」の再検討／
Ｆ
　１月19日から３月８日の毎週土曜日
　午後２時～４時（全８回）　講堂／定
員290人（抽せん）／費用2000円／内容
は古代の王位継承から乙巳の変の発生
と展開／講師は遠山美都男氏（学習院
大学講師）
■国際理解セミナー「国境を考える～
ヨーロッパの民族と国境」／Ｆ
　１月24日から３月13日の木曜日　午
後２時～４時（全６回）　研修室／定員
70人（抽せん）／費用1500円／内容は国
境の成立とその分類ほか／講師は村井
誠人氏（早稲田大学教授）　

②実技セミナー

■はじめてのスペイン語会話／Ｆ
　１月15日から３月４日の毎週火曜日
　午後２時～４時（全８回）　語学室／
定員30人／費用4000円／内容は日常
会話に必要な基礎を学ぶ／講師は桜庭
雅子氏（ＮＨＫ学園講師）
■はじめての中国語会話／Ｆ
　１月18日から２月22日の月・金曜日
　午後２時～４時（全８回）　語学室／
定員30人／費用4000円／内容は中国
語の発音と日常会話の初歩を学ぶ／講
師は劉　海燕氏（ＮＨＫ学園講師）

■ＷＯＲＤ入門／Ｆ
　講座番号・日程・時間は下の表のと
おり　パソコン学習室／定員各19人
／費用3000円（受講料・教材費）／内
容は基本的な文章の作成方法ほか／
講師はシルバー人材セン

ター登録講師

■ＥＸＣＥＬ入門／Ｆ
　講座番号・日程・時間は下の表のと
おり　パソコン学習室／定員各19人
／費用3000円（受講料・教材費）／内
容は基本的な表やグラフの作成方法
ほか／講師はシルバー人材セン

ター登録講
師

③スポーツセミナー

■中国気功健康法
　１月15日から３月４日の毎週火曜
日　午後２時半～４時半（全８回）　
小ホール／定員40人／費用4000円／
講師は横溝廣子氏（ＮＨＫ学園講師）
／託児（１歳～就学前の幼児12人）希
望の方は幼児の氏名・生年月日も記
入

◇　　　◇　　　◇
　対象は平成４年４月１日以前生ま
れで①は市民、市内在勤・在学の方、
②③は市民／申込みは①12月22日
（土）まで（当日消印有効）に、はがき、
②③12月18日（火）まで（当日消印有
効）に、往復はがき（１人１枚）に希望
講座名・番号、住所、氏名（ふりがな）、
年齢、電話番号、返信用あて名を記入
して、当セン

ター学習事業係へ／電子申請
可／②③は申込み多数の場合は初め
ての方を優先して抽せん

　３６８・７９２１
入場料　２００円（中学生以下１００円）

■プラネタリウム冬の新番組「葉っ
ぱのフレディ～生命の星のものがた
り」
　12月15日（土）から３月９日（日）　
プラネタリウム／投影時間は下の表

のとおり／費用大人400円、中学生以
下200円（博物館入場料が別に必要）
／内容は絵本「葉っぱのフレディ」を
題材に、星の一生に触れながら命の
尊さを体験する
■星空観望会
　12月15日（土）午後６時半～８時　
当館正門前集合／費用大人100円、中
学生以下50円／内容は天体望遠鏡で
中接近間近の火星や月、二重星など
の観察／協力は府中天文同好会／雨
天･曇天中止（当日午後３時に決定）
■自然観察会「森の野鳥ガイド～渡
り鳥がやって来た!」
　12月16日（日）午前９時半～正午　
当館正門前集合／費用200円／内容
は渡り鳥など園内に来る野鳥を観察
／協力は自然観察指導員／雨天中止
■出張展示「宮本常一～私の日本地
図」
　12月18日（火）から１月６日（日）午
前10時～午後５時（12月25日・29日か
ら１月３日を除く／入場は午後４時
半まで）　府中市美術館／無料／内
容は民俗学者の宮本常一氏が写真で
つづった昭和の日本の紹介、府中市
美術館が所蔵する60年代の武蔵野の
絵画の展示

　３３５・６２１１

■Dear BEATLES
　３月８日（土）午後６時　どりーむ
ホール／入場料5000円（全席指定）／
出演は杉　真理、坂崎幸之助、リッ
キー、上田雅利ほか／曲目はビート
ルズナンバー／チケットの発売開始
は12月16日（日）／小学校入学前のお
子さんの入場不可

■劇場ウォッチング「『くらやみ祭
り』をもっと知ろう！～箏と尺八で
つづる府中のものがたり」
　２月16日（土）午前10時、午後２時
　ふるさとホール／対象は小学生の
市民と保護者／定員各回500人（抽せ
ん）／無料／内容はくらやみ祭りの
話と琴の演奏、舞台の仕組み体験（小
学生のみ）ほか／出演は大畠博子
（琴）、水川寿也（尺八）ほか／申込み
は１月16日（水）まで（当日消印有効）
に、はがき、またはＦＡＸ（335・6219）
に参加希望者全員の住所、氏名、学校
名・学年、電話番号、保護者氏名（１
人）、希望時間を記入して、当劇場「く
らやみ祭り」係へ／問合せは事業係
（335･6210）へ

　３５４・８７００

交流ひろば利用方法の
変更のお知らせ

　子ども家庭支援センター「たっち」の
交流ひろばは、冬休み期間中の混雑に
伴う事故防止のため、12月15日（土）か
ら１月10日（木）は、未就学の兄弟姉妹
がいる場合でも、小学生は利用できま
せん。

　３５１・４６００

■女性のための起業入門講座「『やりた
いこと』を仕事にしよう！」／Ｆ
　１月17日・24日・31日（木）午前９時半
～午後零時半（24日は午後４時まで）／
対象は女性で市民、市内在勤・在学の方
／定員25人（抽せん）／無料（交通費な
どは実費）／内容は起業の基礎知識・プ
ランの立て方、起業した元受講生の店
舗（目黒区三田）の見学／講師は奥谷京
子氏（ＷＷＢジャパン代表）／申込みは
12月18日（火）まで（必着）に、往復はが
き（１人１枚）に、住所、氏名（ふりが
な）、年齢、電話番号、起業してみたいこ
と、託児（１歳～就学前の幼児10人、飲
み物とおやつ持参）希望の方は幼児の
氏名・年齢、返信用あて名を記入して、
当セン

ター「起業入門」係へ

　３３０・２０１０

■無料体験講座「気軽に体験～介護予
防教室」
　12月22日（土）午後１時半～３時／対
象は65歳以上で介護保険サービスを利
用していない市民／先着10人／内容は
介護予防教室の体操などの紹介／申込
みは電話で当セン

ターへ

 
時
▽会場 府中グリーンプラザ
▽費用 無料
▽内容
○午後１時…基調講演「どう付き合
う⁉心の病～統合失調症からの回
復」／先着400人／講師は蟻塚亮二氏
（精神科医）

コンサート
○市内の障害者施設などの活動Ｐ
Ｒ展示、自主製品販売
▽問合せ 障害者福祉課精神保健
担当（３３５・４０２２／ＦＡＸ３
６８・６１２６）、または地域生活
支援セン

タープラザ（３５８・２２８８／
ＦＡＸ３５８・２３３５）

心の健康フェスティバル

講座名 日　時 全回数

スポーツと健康 1月10日・24日・31日（木）午前10時～11時50分 ３

地域の環境「森・
川・海を繋ぐ環
境と暮らし～そ
の保全・再生を
目指して」

１月12日・19日・26日、２
月２日・９日・16日・23
日、３月１日（土）
午前10時半～11時15分

８

防災と自然、安
全と環境を守る
ための知恵と技

１月15日・22日・29日、２
月５日・12日・19日・26日
（火）
午前10時～10時50分

７

ケアの思想～キ
リスト教と仏教
のアングルから

1月23日・30日（水）
午前10時～11時50分 ２

講座番号 日　程 時　間

Ｗ－５ １月22日（火）・24
日（木）・29日（火）・
31日（木）

午前９時半
～午後零時半

Ｗ－６ 午後１時半
～４時半

講座番号 日　程 時　間

Ｅ－5 １月23日（水）・25
日（金）・30日（水）、
２月１日（金）

午前９時半
～午後零時半

Ｅ－6 午後１時半
～４時半

曜日
時間 平　日 土曜日 日曜日、祝日

午前11時 葉っぱの
フレディ

午後零時半 ぼくらの時間旅行

午後２時 葉っぱのフレディ

午後３時半 銀河鉄道の夜

※「銀河鉄道の夜」は、投影期間を延長しました。

▲Dear BEATLES

▽
受
付
期
間
・
場
所　

12
月
16
日（
日
）ま
で
の
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

　

市
役
所
北
庁
舎
３
階
会
議
室

※
12
月
12
日（
水
）・
13
日（
木
）午
後
３
時
〜
６
時
は
、各
市
立
・
私
立
保

育
所（
園
）で
も
受
け
付
け
ま
す
。

▽
問
合
せ　

保
育
課
管
理
係（
３
３
５
・
４
１
７
２
）

平
成
平
成
2020
年
度
年
度

市
立
・
私
立
保
育
所（
園
）の

市
立
・
私
立
保
育
所（
園
）の

　
　
　
　

    
    

申
込
み
を
受
付
中

申
込
み
を
受
付
中

平
成
20
年
度

市
立
・
私
立
保
育
所（
園
）の

　
　

    

申
込
み
を
受
付
中

▲音楽でつづるくらやみ祭

▲介護予防教室で元気な体を


